
防疫措置 移動制限区域 発生状況検査
　原則半径３㎞

　家きんの評価

　家きんの殺処分
（原則24hr以内)

　埋却･焼却 搬出制限区域 清浄性確認検査

（原則72hr以内)

　畜舎等の消毒

家きんの異常･死亡
(鶏，あひる，うずら，七面鳥，きじ，ホロホロ
鳥，ダチョウ）

家畜保健衛生所
畜産振興部

愛玩鳥の異常･死亡

発　生　を　疑　う　場　合

病性鑑定(仙台家保)

北海道大学
（状況により，変更あり）

(国研)農研機構動物衛生研究部門

家きん以外愛玩鳥
及び野鳥の場合

ウイルス同定，

陽　性

確定検査機関
（環境省により調整・指

定）

簡易検査の結果，総合的判断により発生が強く疑われる場合は，ウイルス分離を実
施しながら対策本部を立ち上げ，農水省と協議の上プレスリリースする

国立環境研究所

陽性

　対象：家きん飼養
　農場

飼養場所の消毒，
必要に応じて通行
制限・遮断

プレスリリース

(通報等の遅れで感染が
拡大している場合，農林
水産省との協議で半径10
㎞以内の区域に設定)

病原性判定等

プレスリリースを
受けて畜産課等

で実施

(半径１０km以内の移
動制限区域に外接す
る区域）

(環境省マニュアル
のレベルに応じて）

　移動制限区域内にお
いて，立入検査実施
(家きんの臨床検査，ウ
イルス分離，抗体検査)

高病原性及び低病原性鳥インフルエンザ対策本部の設置

保健所
動物愛護センター

※死亡野鳥の簡易検
査又は遺伝子検査の
結果，陽性となった場
合，回収場所半径
10kmを環境省が野鳥
監視重点区域に指定
する。

確定検査機関　

林業振興部等

高病原性鳥インフルエンザと同定

解剖・遺伝子検査
ウイルス分離

高病原性及び低病原性鳥インフルエンザの検査体制及び発生時対応フロー

臨床症状の確認，
簡易診断キット実施

陽 性 陰 性

臨床症状の確認，
簡易診断キット実施

陽　　　　　　性

(家きん以外)

死亡状況の確認，
簡易診断キット実施

(保健所･家畜保健衛生所
等の獣医師が協力)

死亡野鳥

遺伝子検査

※

宮城県高病原性及び低病原性鳥インフルエンザ対策本部の解散

　移動制限区域内の全
ての発生農場の防疫
措置完了後10日が経
過した後に同様の立入
検査を実施

※家きんの場合
移動自粛・プレスリリース

発生農場 移動規制 緊急検診

最終発生防疫措置完了後２１日間以上を経過しても発生なし

農 林 水 産 省 と 協 議

異常の有無，飼養衛
生管理遵守状況の確
認

緊急消毒の実施

家きん飼養農場
（100羽以上)への
立入

監視区域の設定
　半径３㎞

移 動 ･ 搬 出 制 限 の 解 除

高病原性及び低病原性鳥インフルエンザと同定 
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